
函館工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 国語総合Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0001 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 生産システム工学科 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 国語総合（筑摩書房）/ビジュアルカラー国語便覧（大修館）、国語辞典、古語辞典、漢和辞典、プリント
担当教員 松代 周平
到達目標
1.論理的文章の読解を通して、要旨や筆者の主張を把握し、自分なりに考えることができる。
2.文学的文章の読解を通して、想像力や感じ取る力を磨き、心情を豊かにすることができる。
3.古典に親しむための基本的知識を身に付け、伝統的な言語文化に興味・関心を持つことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
論理の展開を理解し、要旨を把握
して、それに対する自分の意見を
持つことができる。

文意を理解した上で、要点とそう
でない箇所とを区分することがで
きる。

文意を理解できず、要点を見つけ
ることができない。

評価項目2
優れた表現に着目するとともに、
表現の奥に潜む筆者の意図を考え
ることができる。

場面や情景を想像し、人物の行動
の意味や心情を理解することがで
きる。

場面や情景を想像できず、人物の
行動の意味や心情を理解すること
ができない。

評価項目3
古典の面白さと意義を理解し、伝
統的な言語文化に興味・関心を持
つことができる。

古典を学ぶための基本事項を理解
し、古典に親しむ素地を作ること
ができる。

古典を学ぶための基本事項を理解
できず、古典に親しむ素地を作る
ことができない。

学科の到達目標項目との関係
函館高専教育目標 D 函館高専教育目標 E
教育方法等

概要
国語総合Ⅰは、基礎的な現代文の読解と古典（古文・漢文）読解のための基本を身に付ける科目である。２時間続きの
授業の前半は現代文、後半は古典の授業を行う。また、現代文は論理的な文章と文学的な文章を交互に読み、古典は前
期が古文、後期が漢文という配分で、それぞれバランスのとれた教材を読んでゆく。これらの読解を通して、言葉や表
現の方法を学び、豊かな人間性と幅広い視野を獲得できるようになろう。

授業の進め方・方法

論理的文章の読解には「縮め読み」（大事な箇所を見つける読み方）、文学的文章の読解には「拡げ読み」（人
物の言動や情景の奥まで読む読み方）が有効であり、それを意識して読んでほしい。古典については、現代語に置き換
えることによって内容の面白さも理解できるので、手間がかかるが口語訳という作業を着実にこなしてもらいたい。ま
た、すぐれた文章表現に目を向けて、その表現や技法を自分の表現活動に利用する姿勢をもつことも大事である。国語
力はむしろ普段の生活の中で養われる。日頃から新聞や本を読むように心掛け、言葉や漢字に対して関心を持つように
してほしい。それと、日記を書くことは文章を書く力をつけるだけではなく、観察眼や洞察力を養い、人間としての成
長を促す糧にもなるので、書くことを強く勧めたい

注意点 提出物は期限を守り、丁寧に仕上げること。また、授業への参加姿勢に問題がある場合には、減点の対象となるので注
意すること。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス 学習目標や方法・評価などを理解できる。

2週 随想―機械を捨て、まちへ出よう
児のそら寝

人間と機械の記憶がどう異なるのか理解できる。
歴史的仮名遣いおよび古語と現代語の違いについて理
解できる。

3週 随想―機械を捨て、まちへ出よう
児のそら寝

人間と機械の記憶がどう異なるのか理解できる。
歴史的仮名遣いおよび古語と現代語の違いについて理
解できる。

4週
小説―羅生門
絵仏師良秀
竹取物語

小説の舞台設定や登場人物の心理と行動の変化を把握
することができる。
文中の省略語を補って現代語訳できる。
物語に描かれた平安時代の人々の生活・ものの見方・
感じ方を理解できる。

5週
小説―羅生門
絵仏師良秀
竹取物語

小説の舞台設定や登場人物の心理と行動の変化を把握
することができる。
文中の省略語を補って現代語訳できる。
物語に描かれた平安時代の人々の生活・ものの見方・
感じ方を理解できる。

6週
小説―羅生門
絵仏師良秀
竹取物語

小説の舞台設定や登場人物の心理と行動の変化を把握
することができる。
文中の省略語を補って現代語訳できる。
物語に描かれた平安時代の人々の生活・ものの見方・
感じ方を理解できる。

7週
小説―羅生門
絵仏師良秀
竹取物語

小説の舞台設定や登場人物の心理と行動の変化を把握
することができる。
文中の省略語を補って現代語訳できる。
物語に描かれた平安時代の人々の生活・ものの見方・
感じ方を理解できる。

8週 前期中間試験

2ndQ

9週 評論―水の東西
伊勢物語

水に対する捉え方の比較を通して、日本と西洋の自然
観の相違を理解できる。
物語の内容を把握し、和歌に託された人物の心情を読
みとることができる。

10週 評論―水の東西
伊勢物語

水に対する捉え方の比較を通して、日本と西洋の自然
観の相違を理解できる。
物語の内容を把握し、和歌に託された人物の心情を読
みとることができる。



11週 評論―水の東西
伊勢物語

水に対する捉え方の比較を通して、日本と西洋の自然
観の相違を理解できる。
物語の内容を把握し、和歌に託された人物の心情を読
みとることができる。

12週 小説―清兵衛と瓢箪
平家物語

事件の展開と対比的な人物設定の意味を理解し、もの
の価値について考えることができる。
平安時代末期の武人の生き様と軍記物語の特色を理解
できる。

13週 小説―清兵衛と瓢箪
平家物語

事件の展開と対比的な人物設定の意味を理解し、もの
の価値について考えることができる。
平安時代末期の武人の生き様と軍記物語の特色を理解
できる。

14週 小説―清兵衛と瓢箪
平家物語

事件の展開と対比的な人物設定の意味を理解し、もの
の価値について考えることができる。
平安時代末期の武人の生き様と軍記物語の特色を理解
できる。

15週 前期期末試験
16週 試験答案返却・解答解説 ・間違った問題の正答を求めることができる

後期

3rdQ

1週 評論―動的平衡
訓読のきまり

生命がサスティナブルなシステムであるという筆者の
論旨を理解することができる。
日本語と漢文の構造の違いを理解し、漢文訓読の基本
を身に付けることができる。

2週 評論―動的平衡
訓読のきまり

生命がサスティナブルなシステムであるという筆者の
論旨を理解することができる。
日本語と漢文の構造の違いを理解し、漢文訓読の基本
を身に付けることができる。

3週 評論―動的平衡
訓読のきまり

生命がサスティナブルなシステムであるという筆者の
論旨を理解することができる。
日本語と漢文の構造の違いを理解し、漢文訓読の基本
を身に付けることができる。

4週 評論―動的平衡
訓読のきまり

生命がサスティナブルなシステムであるという筆者の
論旨を理解することができる。
日本語と漢文の構造の違いを理解し、漢文訓読の基本
を身に付けることができる。

5週 詩・短歌
故事

詩歌の鑑賞のポイントを理解し、想像力や感受性を豊
かにすることができる。
訓読の方法に馴れるとともに、各故事の由来を理解す
ることができる。

6週 詩・短歌
故事

詩歌の鑑賞のポイントを理解し、想像力や感受性を豊
かにすることができる。
訓読の方法に馴れるとともに、各故事の由来を理解す
ることができる。

7週 詩・短歌
故事

詩歌の鑑賞のポイントを理解し、想像力や感受性を豊
かにすることができる。
訓読の方法に馴れるとともに、各故事の由来を理解す
ることができる。

8週 後期中間試験

4thQ

9週 評論―情報が世界を動かす
唐詩

メディアの種類と役割について理解し、情報の力がも
たらす問題点を理解することができる。
唐詩の種類・修辞を理解し、それぞれの詩に描かれた
情景・心情を読みとることができる。

10週 評論―情報が世界を動かす
唐詩

メディアの種類と役割について理解し、情報の力がも
たらす問題点を理解することができる。
唐詩の種類・修辞を理解し、それぞれの詩に描かれた
情景・心情を読みとることができる。

11週 評論―情報が世界を動かす
唐詩

メディアの種類と役割について理解し、情報の力がも
たらす問題点を理解することができる。
唐詩の種類・修辞を理解し、それぞれの詩に描かれた
情景・心情を読みとることができる。

12週 小説―とんがり焼の盛衰
論語

象徴的な表現が意味するものを想像し、自分の問題と
して考えることができる。
論理の展開の仕方と巧みな表現を理解し、孔子のもの
の考え方を理解することができる。

13週 小説―とんがり焼の盛衰
論語

象徴的な表現が意味するものを想像し、自分の問題と
して考えることができる。
論理の展開の仕方と巧みな表現を理解し、孔子のもの
の考え方を理解することができる。

14週 小説―とんがり焼の盛衰
論語

象徴的な表現が意味するものを想像し、自分の問題と
して考えることができる。
論理の展開の仕方と巧みな表現を理解し、孔子のもの
の考え方を理解することができる。

15週 学年末試験
16週 試験答案返却・解答解説 ・間違った問題の正答を求めることができる

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 人文・社会
科学 国語 国語

論理的な文章を読み、論理の構成や展開の把握にもとづいて論旨
を客観的に理解し、要約し、意見を表すことができる。また、論
理的な文章の代表的構成法を理解できる。

2

代表的な文学作品を読み、人物・情景・心情の描写ならびに描写
意図などを理解して味わうとともに、その効果について説明でき
る。

2



文章を客観的に理解し、人間・社会・自然などについて考えを深
め、広げることができる。 2

文学作品について、鑑賞の方法を理解できる。また、代表的な文
学作品について、日本文学史における位置を理解し、作品の意義
について意見を述べることができる。

2

鑑賞にもとづく批評的な文章の執筆や文学的な文章（詩歌、小説
など）の創作をとおして、感受性を培うことができる。 2

読書習慣の形成をとおして感受性を培い、新たな言葉やものの見
方を習得して自らの表現の向上に生かすことができる。 2

現代日本語の運用、語句の意味、常用漢字、熟語の構成、ことわ
ざ、慣用句、同音同訓異義語、単位呼称、対義語と類義語等の基
礎的知識についての理解を深め、その特徴を把握できる。また、
それらの知識を適切に活用して表現できる。

2

代表的な古文・漢文を読み、言葉や表現方法の特徴をふまえて人
物・情景などを理解し、人間・社会・自然などについて考えを深
めたり広げたりすることができる。

2

古文・漢文について、音読・朗読もしくは暗唱することにより、
特有のリズムや韻などを味わうことができる。 2

代表的な古文・漢文について、日本文学史および中国文学史にお
ける位置を理解し、作品の意義について意見を述べることができ
る。また、それらに親しもうとすることができる。

2

教材として取り上げた作品について、用いられている言葉の現代
の言葉とのつながりや、時代背景などに関する古文・漢文の基礎
的知識を習得できる。

2

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ 提出物 合計

総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 80 0 0 0 0 20 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


